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四撻濃を初めて訪れた人が必ず目にするも藤 つに、戦を書てすぐ、北にまうすぐに伸びた進路沿いの市い擦の

並本がある|これが、松並本通り0毎e FO"road)である.

松並本選舞 二つの理由で、私はいつも(なにか普通でないと思う。一つ―は、完難にまっすぐであるということ.四街

選の他の地域は自がりくねつた迷経のような通路が多いのに、である。

通りに関するもう一つのなぞはその樹齢や蠅|か罐 壮さにもかかわらず、書郡慶t松並本通り:だこ…にもつながつ

てい機 毒ヽ名な寺院や神社につなが駒劉直凛賓鶏も、四額通のどこかほかの衝につながつてb16わけでもない。

そしてt商店街ですらなしヽ 国樹運駅から真つすぐ北へ向かつているかと思うと、それはある地点で、急に方向を変え、

だんだ麒 なり、カープして、最後には層住

…

一方進行遭路となり肖えてしく :もし、この輝りに特Bljな自

的もないならば、どうして、そんなにた<さんの機の本で縁取魏 たのだろう、そして、それはしヽつのことなのだろう。

その謎を解<ために、YOCCAの大胆不敵(!)探索チームと私は YOCCA事麗所に頭をそろえ、YOCCA事務所麟の、教

育轟 の社会教育課、文化財グル‐プ攀 需かの本をお潜りして、通りの歴史について鋼 かヒントを得るため

に、古い地機を研究し始めた.

そこで、密衛運が軍都だったころの地図の一枚に<ぎ付けになつた。そこには松並本通りにそつ<り重なるかのよう

に見える二本の組長い土地があつた|それは時を憾鷲碑にきかのぼる地図でt困続蓮で一番古い1地域のひとつだつ

た。それは勧 だろう?私たちは地撻を穴が開く麟目騰めまわして、いろいるなアイディアを寄せ含つた。('あつ、飛

行機の滑難経言 !'“そうだ、それにちがいない。・“ちょっと待つて、18■暉に飛行機はまだないよ。")文化財グルー

プのスタッフが江戸時代の地理を出してきてくださったのだが、そこに象 まつたく同じ形をした土地が同じ場所にあ

った.

それは砲兵場だ糞 .        ■|   ‐

さらに識べてみよう:そうすれば:歴史|がき劉増レ■象漣鎗と現すだろう。

18鱗燿離下続1観難)にコニゅパ1輩鴛露轟認踵舞藤基盤轟麗審Tl二を   彗輩:輩:=翼瑯.

纏轟       ξ菫[驚憲こ3墨量翼 富 進 轟 誌 て、本砲を撃二込むの

は賢い方法ではないということになりt機合を1国籍造にうつし、代わりに北へ向かつて撃つようになつた。砲興学校

はそれとともに、現在のイトーヨ‐カトーと下志津病院のところにうつしたのだ。

いまt私は、疑いの余地な<こう思つてしヽる。一‐■■松並本動 は総暉前の海兵場の西のヘリと完壁に一致する。

でも、なぜ、松なのか機 道市の文fじ財グル‐ブ|も人たちも、そのあたりはほうきりとわからないという。でも彼ら
は麓藤さんといつ

…

t‐1郵申導Ⅲ華おているという方を組nt/てくれた.何十年もの間、軍隊の演習場として
しか使われておらず、鷲れ果てた大地産うた腱鐵達饉猫しく農地として生ま確 |わらせるために、彼は1945年に開
拓民としてこの地にやつてきた。



調腱 んなら、どの<らいの間、松の本がここにあるのか、なぜ植えられたのかなど、何かご存じだろう。

私たちは違放ケニFStれあいセンタ‐に後を訪ねたo側輌通の歴史を物誦 数々 の選物に囲まれた部屋で、加藤さん
は、ときどきディスプレイの品を手に取りながら、言葉を選んで説明をしてくださa私たちに2時鶴ほどの見学ツフー

を―してくださつた。・これは私たち|が食彙で機つていた品々 です:二‐茶転妹鐵汁椀くおかずを入れる盤です。こん

なんじや、おなか■杯になんでならなか夕ないうも私たちはおな|かをすかせていました。'ここで、もっと、加藤さん
の経験盤|かなお話を書きたいめたけれどtをれは審さ切れなb10で tチヤンスがあうたら、ぜひ、鹿放ケ丘ふれあい

センターに行ってご覧になることを皆さんにお勧配します。

騰藤さんは私たちに、貴
―

を<れました。

準松は1ゆうに樹齢10晦は越えている|一一鶴藤さんの予想では雛 0暉くらいだというol松は、樹齢400年を

超えよ いいから六技が校嚢れはじめる|あ囃 11議が国街道に来雛 な:すでに校華れ餞 めていた。1困街道

駅は今年続醸 年
'観

Eえるよ回鐵箋ゃtl饉彙義饉義議産結綺十年舞きに糧えられてし魔。

ホ松並本の機が本材として,まで■度無 れたこと臨
:鼈
鶏峰鏡麟態で崚が機議韓やなヽ銃弾てぃつばいで、

本材とし御 倒すことがあま窮こも危険だからだ。

*松の本は、本来は、駅から、今の大ヨ交差点まで極えられていた。でも、嵐や、病虫害で少しずつ数を減らし、今ある

ものだけになつたのだ。

*北に向かつて、左側の松の本は町の住民のための道にあり、これは翻 織い方の舗適または薫道であり、今も現

存する.右働め薄はt百に縁どられ:軍隊使用にかざられていた。

加藤さんに鐵れを告げ純難鍵霧緯向かいながら、私たちま鮭 跡を探した。そこには何か記念臨 ようなものがあ

るらしい轟鍾,歩いてt彙つけた.ころ紅は、あたりは錯くなり、奪真を握ることができなかつた。四街道駅に向かつてま

た3爆返しているときに、なぜt=め薩りがこんなにもまつすぐなのかという議が解けた。機 撃練習の後、兵は馬

=秦
収1飾までやうてきためだ一■ル組 はでヽ彼らの練彗結果を知るために:私たちは、48304代に兵たちがとっ

たと同じように、向‐じまつすぐの道を筆|でなどぅてみ|な。通りは、佐倉との境界より少しばかり四1街道側で始まり、そし
一ヽヨーが ■

1近くの)が終点だつた。のちに(ほんの少しば

Eで見ていただくと分かるが、イトーョーヵドーめ北機のル

ン自こ駅をつなぐ遷にはわずかばかりの角度がついてい

る.               |        |

意鑽魏宣ξ ■守 |すΨ
t‐

その適はどこにつながるか。   ■‐■‐|

大砲の弾が行く場新まで.     |||

それでも、いまだにわからないことは続み|ヽ●:なぜ、松鐘本が檀えられたい .:諦藤されによると、1946年よりも

:星   露
佐麓藩め砲興場めてきた,(通年農と議には為畿長島と大絶撼に檀えられてし、わ だろう.そして、たぶん砲興が砲
弾の狙いを走あ.る助けにな あるし`は建轟碁1-て 陶興場にきい込まないように注意を喚起する役割を持つて‐

いたのではないか
=さ

らなる調査が必要だ: 歓 :米家靖子)


